
25年秋期 一口英語 207～211

●207 動詞部が聴き取りにくい 

1)still aren't doing nearly enough 
2)to fight global warming 
3)are falling far short of 
4)predicts

●動詞が聴こえなかった、聴こえても違った音に聴こえた 

クラスで録音した声を聞き直し、情報を残しておきましょう。 

それは現場最前線の情報で、極めて重要です。この情報をリストにしてデータとし
てためていくと、自分の弱点パターンが見えてきます。

●208 前置詞が聴き取りにくい 

1) I think it was very natural people 
my generation to think about  
if SV～.　と聴こえた。何か変！

●意味からミッシングリンクを探して行こう 

「私の年代の人々にとって if SV～と考えるのはとても自然なことだと思う」 
A)peole my generation →「私の年代の人々」という意味にSSTする 
B)very natural people「人々にとってとても自然」という意味にSSTする

●208 冒頭が聴き取りにくい 

1) XXXX books xxxxxx in Japan.  

1回目で聴いた時、冒頭と動詞が 
聴き取りにくかった。

●ただし今回は、2回・３回聴くと聴こえたのではないでしょうか。 

1回目で聴こえなくても、何度も聴いて、そして聴こえたらそれでOKです。  
時には、２～3日後に聴いてみたら、耳が音を捉えることもあります。そのように
挑戦して聴こえたら手を叩いて喜んでね。

●209 動詞部が聴き取りにくい 

1) I was deliver...creating a funny 
kind of English. 

と聴こえた。 
 
 

●音から英文が浮かんでこないときは、文脈を考えて、まずその箇所を日
本語で言ってみましょう。 
「私は奇妙な英語を作りたかった」と言う感じですね。 
では、これに沿って、左記の英語をSSTしましょう。 

I (was deliver) wanted to create (-ing) a funny kind of English. 
＊これで十分です。文法上も文脈上も正しい英語です。聴こえた音を削除
するには勇気がいりますね。頑張って！ 

1) I was deliberately creating a funny kind of English.

●210 動詞部が聴き取りにくい 

1) We allowed to talk about it  
to some extent. 
と聴こえた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

●嗅覚でwe allowed to talk...の箇所に違和感を感じたら素晴らしい。 
　感じなかったら「NELの6文型」を引き続き意識しよう。 

例えば、I want to talk about it.は自信を持って言えるけど、I allow to talk 
about it.はどうかと問われれば、自信を持って使えない......。もしそうなら、そん
な時はGENIUSにいきましょう。文型パターンが丁寧に書かれています。 

allowの項をを見てみると [SVO to do]はあるけど [SV to do]は載っていません。
ということは、allowのパターンとしては： 
We allowed them to talk about it.とthemなど目的語があればOKですが、左記
の英文は[SVO to do]パターンになっていない。allowは意味からして「許して～さ
せる」なので「NELの第５文型」ですね。 

文脈から察するに、「ある程度、それについて喋ってもいいですよね [ある程度な
らネタバレも許されますよね」とイシグロは言っているのではないか。 

「我々は許されている、それについて語ることを、ある程度なら」という意味に修
正しましょう。そうです。受動態です。

●211 動詞部が聴き取りにくい 

1) xxxx live...in Britain. 
と聴こえた。 

●今回は、主語も聴き取り難かった 

しかし、左記の音声情報から： 
I lived in Britain.と読み取ったら、それで十分です。聴き取りが難しいのがbe動詞
ですね。 

1)I was living in Britain.が正解でした。


